


 

西宮市立高等学校スクール・ミッション策定にあたり 

○基本理念「夢はぐくむ教育のまち西宮」 

 西宮市は昭和 37 年に「安全都市宣言」、昭和 38 年に「文教住宅都市宣言」、昭和 58 年「平和

非核都市宣言」、平成 15年に「環境学習都市宣言」を行い、文教諸施設の整備拡充や安全で安心し

て暮らすことのできる地域社会を進め、環境学習を軸とした 21世紀の持続可能なまちづくりを進

めています。 

 また、平成８年にこれからの時代に生きる子供たちに何が最も大切か、私たち大人とその社会が

果たすべき教育的責任は何かを考察し、これからの基本理念として、「夢はぐくむ教育のまち西宮」

を教育の柱にかかげました。 

 夢を失わない限り、道は必ず開かれるという考え方のもとに、子供たちには、震災を心の憂いと

せず、困難をバネとして自らの人生をたくましく切り拓き、社会の有為な形成者として育ってほし

いという願いが込められており、今日では、文教住宅都市西宮における、生涯学習のまちづくりを

イメージした基本目標と位置付けています。 

 

○これからの教育に求められていること 

現在、子供たちを取り巻く社会のあり方そのものが、これまでとは「非連続」と言えるほど、劇

的にかつ加速度を増して変化し、子供たちが生きるこれからの未来は、複雑で予測困難な状況にな

っています。そのような時代にあって、持続可能な開発目標（SDGs）などを踏まえて、自然環境

やイノベーションなど、地域や地球規模についてのさまざまな課題を、未来を担う子供たち一人ひ

とりが自らの課題と捉え、持続可能な社会づくりにつなげていく力を育成することが、教育に今求

められています。  

また、これからの高等学校教育においては、地元の自治体や産業界、社会教育機関、地域のNPO

法人等の多様な主体との連携・協働体制を構築するとともに、他の高等学校や高等教育機関等の関

係機関との連携・協働を図ることで、各高等学校を取り巻く課題や状況に対応し、20 年後、30年

後の社会像を見据えた特色・魅力ある教育を行うことが求められています。 

 

○西宮市立高等学校スクール・ミッションの再定義 

西宮市立高等学校スクール・ミッションは、西宮市立高等学校が、新しい時代の教育のあり方を

内外に示し、今後 20 年後、30 年後の社会像を見据えた特色・魅力ある教育を、各校が推進する

方針として、西宮市立高等学校としての存在意義や期待されている社会的役割、目指すべき高等学

校像を再定義するものです。現在の高等学校教育を取り巻く状況や課題を踏まえて、西宮市立高等

学校の発展と改革の経過や、西宮市の教育理念、西宮市教育大綱に掲げられた理念をもとに作成し

ています。 
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